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日
本
歯
科
医

師
会
が
「
２
０

４
０
年
を
見
据

え
た
歯
科
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。
高
齢

者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
に
対
応
す
る
た

め
、
▽
疾
病
予
防
・
重
症
化

予
防
に
貢
献
▽
地
域
を
支
え

る
歯
科
医
療
の
推
進
―
―
な

ど
を
柱
に
掲
げ
て
い
る
。

　

歯
科
の
現
状
を
見
れ
ば
、

残
存
歯
数
は
増
加
し
た
も
の

の
、
推
計
患
者
数
は
11
年
か

ら
横
ば
い
だ
。
少
子
高
齢
化

を
反
映
し
て
高
齢
患
者
は
増

加
、
64
歳
以
下
は
減
少
し

た
。
歯
科
医
療
費
は
２
・
９

兆
円
で
増
加
傾
向
だ
が
、
全

体
の
医
療
費
に
占
め
る
割
合

は
６
・
７
％
（
17
年
度
）
に

下
落
し
た
。

　

歯
科
需
要
が
伸
び
悩
む
な

か
、
20
年
後
の
歯
科
は
治
療

中
心
か
ら
治
療
・
管
理
・
連

携
型
へ
変
化
が
起
こ
り
、
難

易
度
・
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

歯
科
医
療
は
高
度
化
・
専

門
化
が
進
み
、
患
者
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。
全

疾
患
を
一
人
で
治
療
で
き
る

ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
専
門
性
を

重
視
し
、
疾
患
ご
と
に
複
数

の
歯
科
医
師
が
連
携
し
て
患

者
を
治
療
す
る
時
代
が
訪
れ

る
の
で
は
な
い
か
。 

（
Ｉ
）

コロナ禍で負担増やめよ
具体化進む菅政権の社会保障「改革」

１
月
〜
２
月
は
精
算
申
請

精
神
入
院
は
再
び
対
象

〝
全
世
代
型
負
担
増
〞

署
名
用
紙
は
協
会
へ
郵
送
を

署
名
用
紙
は
協
会
へ
郵
送
を

概
算
申
請
12
月
28
日
ま
で

感染対策
支 援 金

　

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
２
割
化
を
め
ぐ
る
議

論
が
政
府
内
で
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
２
割
化
の
所
得

基
準
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
負
担
増
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
菅
首
相
が
め
ざ
す
「
自
助
・
自
立
」

「
自
己
責
任
」
を
原
則
と
し
た
〝
全
世
代
型
負
担
増
〞
と

も
言
え
る
社
会
保
障
「
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
の
全
世
代
型
社
会
保

障
検
討
会
議
で
は
、
75
歳
以

上
の
２
割
負
担
化
と
平
行
し

て
、
病
院
受
診
時
の
定
額
負

担
の
拡
大
を
議
論
し
て
い

る
。
紹
介
状
な
し
に
大
病
院

を
受
診
し
た
場
合
、
初
診
５

０
０
０
円
、
再
診
２
５
０
０

円
以
上
を
追
加
徴
収
す
る
制

度
を
見
直
し
、
負
担
額
の
引

き
上
げ
と
と
も
に
対
象
病
院

の
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
徴
収
額
を
７
０

０
０
円
以
上
に
増
や
す
案
を

提
示
。
対
象
病
院
は
大
学
病

院
な
ど
６
６
６
病
院
か
ら
２

０
０
床
以
上
の
一
般
病
院
に

拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。

　

問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
政
府
の
考
え
で
は
、
負

担
増
分
は
病
院
の
収
入
に
は

せ
ず
、
国
の
財
政
に
戻
す
こ

と
強
調
。
新
た
に
２
０
０
０

円
の
追
加
負
担
を
徴
収
す
る

場
合
、
２
０
０
０
円
分
を
保

険
給
付
額
か
ら
除
外
す
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　

同
省
は
限
定
的
な
取
り
扱

い
と
説
明
す
る
が
、
一
定
金

額
ま
で
保
険
の
適
用
を
除
外

す
る
保
険
免
責
制
度
の
事
実

上
の
導
入
だ
。「
将
来
に
わ

た
っ
て
７
割
給
付
を
維
持
す

る
」
と
定
め
た
健
康
保
険
法

（
附
則
第
２
条
）
に
反
す
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

全
世
代
に
わ
た
る
負
担
増

　

と
も
あ
れ
私
た
ち
は
今
、

本
名
よ
り
も
何
よ
り
も
、
ま

ず
12
桁
の
番
号
と
し
て
、
政

府
に
認
識
・
管
理
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
５
年
10
月
に

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〞
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
そ
う
な

り
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、そ

う
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

個
人
情
報
名
寄
せ

　

番
号
に
よ
る
管
理
そ
れ
自

体
は
、
昨
日
今
日
に
始
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
運
転
免

許
も
健
康
保
険
も
パ
ス
ポ
ー

ト
も
、
昔
か
ら
み
ん
な
番
号

で
管
理
さ
れ
て
き
た
。〝
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
〞
と
は
、
そ
う

し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
運
用
さ
れ

て
い
た
番
号
体
系
を
一
本
化

し
、〈
複
数
の
機
関
に
存
在

す
る
特
定
の
個
人
の
情
報
が

同
一
人
の
情
報
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

基
盤
〉
だ
と
、
内
閣
府
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー　

社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
概
要
資

料
」
は
説
明
し
て
い
る
。

　

要
は
行
政
機
関
が
こ
れ
を

使
っ
て
個
々
の
人
間
に
関
わ

る
個
人
情
報
を
名
寄
せ
し
、

ま
と
め
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー

キ
ー
（
合
い
鍵
）。
な
る
ほ

ど
、
行
政
に
と
っ
て
は
す
こ

ぶ
る
便
利
で
、
使
い
勝
手
の

よ
い
ス
グ
レ
モ
ノ
な
の
だ
ろ

う
。

　

だ
が
、
で
は
名
寄
せ
さ
れ

る
側
の
、
一
人
ひ
と
り
の
市

民
に
も
、
同
じ
よ
う
に
あ
り

が
た
い
も
の
な
の
か
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
（
番
号
利
用

法
）
は
２
０
１
３
年
５
月
に

制
定
さ
れ
て
か
ら
、
今
日
ま

で
に
40
数
回
も
の
改
正
が
繰

た
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
ナ
ン
バ
ー
。
も

は
や
社
会
に
定
着
さ
せ
ら
れ

た
用
語
で
あ
る
の
に
、
筆
者

が
し
つ
こ
く
〝
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
〞
だ
と
、
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん

カ
ッ
コ
を
欠
か
さ
な
い
所
以

で
あ
る
。

　

個
人
情
報
が
名
寄
せ
さ
れ

る
と
、
行
政
は
そ
の
人
物
の

人
物
像
を
承
知
し
、
評
価
で

き
る
つ
も
り
に
な
れ
る
。
だ

か
ら
、
た
と
え
ば
刑
事
事
件

の
捜
査
で
警
察
は
、〝
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
〞
を
、
い
く
ら
で

も
利
用
で
き
て
し
ま
う
。

　

自
分
は
犯
罪
な
ん
か
と
は

無
縁
だ
か
ら
平
気
だ
よ
、
と

多
く
の
人
は
思
う
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
怖
い

こ
と
な
の
だ
。 

（
つ
づ
く
）

な
る
と
か
、
運
転
免
許
証
と

一
体
化
さ
れ
る
と
い
っ
た
動

き
も
、
同
じ
流
れ
の
中
に
あ

る
。

「
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
」
ナ
ン
バ
ー

　

近
い
将
来
に
お
け
る
民
間

と
の
相
乗
り
も
既
定
路
線

だ
。
そ
れ
で
各
種
の
手
続
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
可
能
性

が
な
い
と
も
言
わ
な
い
が
、

主
た
る
目
的
は
行
政
サ
イ
ド

の
都
合
に
あ
る
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
自
身
が
望
ん
で
得

た
ｍ
ｙ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
行
政
に
よ

っ
て
一
方
的
に
割
り
振
ら
れ

り
返
さ
れ
、
関
係
す

る
政
省
令
も
変
更
が

重
ね
ら
れ
て
、
そ
の

適
用
範
囲
が
大
幅
に

拡
大
さ
れ
て
き
て
い

る
事
実
を
知
る
人
は

少
な
い
。
前
回
で
触

れ
た
、〝
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
〞
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
に

は
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
も

議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

金
融
資
産
に
応
じ
た
医
療
・

福
祉
の
負
担
増
を
導
入
す
る

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
預

金
口
座
の
ひ
も
付
け
の
義
務

化
を
推
進
。
市
販
品
類
似
薬

の
患
者
負
担
の
引
き
上
げ
や

保
険
外
し
、
医
療
費
の
窓
口

３
割
負
担
と
な
る
現
役
並
み

所
得
の
判
断
基
準
（
単
身
年

収
３
８
３
万
円
以
上
）
の
拡

大
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

菅
政
権
は
高
齢
者
と
現
役

世
代
の
「
負
担
の
公
平
性
」

を
訴
え
る
が
、「
改
革
」
の

実
態
は
全
世
代
に
わ
た
る
負

担
増
と
言
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
負
担
増
を
進
め
る
こ
と
に

批
判
が
相
次
い
で
い
る
。

　

請
願
書
の
提
出
に
先
立
ち

11
月
25
日
に
府
と
懇
談
し
た

同
会
は
、
来
年
４
月
か
ら
の

医
療
費
助
成
制
度
の
変
更
点

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

た
。

　

府
は
旧
老
人
医
療
助
成
に

つ
い
て
「
経
過
措
置
の
延
長

の
予
定
は
な
い
」
と
説
明
。

た
だ
、「
様
ざ
ま
な
団
体
か

ら
要
望
を
受
け
る
な
か
で
、

助
成
制
度
の
充
実
と
い
う
視

点
で
検
討
を
続
け
て
い
る
」

と
し
、
各
医
療
助
成
制
度
か

ら
助
成
対
象
外
と
な
っ
た
精

　

請
願
書
で
は
旧
老
人
医
療

の
ほ
か
に
、▽「
重
度
障
が
い

者
医
療
」
の
窓
口
負
担
軽
減

　

協
会
や
難
病
患
者
団
体
、

女
性
団
体
な
ど
で
つ
く
る

「
福
祉
医
療
の
拡
充
を
求
め

る
大
阪
実
行
委
員
会
」
は
11

月
30
日
、
旧
老
人
医
療
費
助

成
の
経
過
措
置
の
延
長
や
医

療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
て

請
願
書
を
大
阪
府
に
提
出
し

た
。

　

旧
老
人
医
療
は
２
０
１
８

年
３
月
に
廃
止
さ
れ
た
が
、

激
変
緩
和
と
し
て
約
３
万
２

千
人
を
対
象
に
３
年
間
の
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
同
実
行
委
員
会
は
、
21

年
３
月
の
期
限
を
迎
え
れ

ば
、「
医
療
費
の
負
担
が
増

大
し
、
生
活
を
圧
迫
す
る
」

と
指
摘
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
鑑
み
、
経
過
措
置
の
延

長
を
訴
え
た
。

と
対
象
者
の
拡
充
▽
「
こ
ど

も
医
療
」
の
対
象
拡
大
・
無

料
化
―
―
な
ど
を
求
め
た
。

神
病
床
の
入
院
（
21
年
３
月

ま
で
経
過
措
置
）
に
つ
い
て

は
「
再
度
助
成
対
象
と
す
る

こ
と
が
今
年
２
月
議
会
で
決

ま
っ
た
。
来
年
４
月
か
ら
実

施
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　

精
神
病
床
へ
の
助
成
の
継

続
は
、
同
会
が
毎
年
要
望
し

て
お
り
、
運
動
が
実
を
結
ん

だ
。
協
会
は
、
経
済
的
理
由

で
受
診
を
制
限
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ

そ
医
療
費
助
成
の
充
実
を
求

め
て
運
動
を
強
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
は
１
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
支
援
事

業
の
医
療
分
（
最
大
１
０
０
万
円
給
付
）
に
つ
い
て
、「
概

算
払
い
」
に
よ
る
申
請
受
け
付
け
を
12
月
28
日
で
終
了
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
２
０
２
１
年
１
月
か
ら
２
月
28
日

ま
で
の
申
請
は
商
品
や
機
器
な
ど
の
購
入
・
支
出
後
の
「
精

算
払
い
」
に
よ
る
受
け
付
け
と
な
る
。

　

同
制
度
の
対
象
は
感
染
対
策
の
費
用
だ
け
で
な
く
、
日
常

業
務
の
消
耗
品
や
水
道
光
熱
費
、
火
災
保
険
料
、
家
賃
な
ど

に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
協
会
は
制
度
の
活
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
申
請
様
式
、
方
法
な
ど
詳
細
は
府
の
Ｈ
Ｐ
参
照
。

　

「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
を
２
０
２
１
年
１
月
の

通
常
国
会
に
提
出
し
ま
す
。
手
元
に
記
入
済
み
の
署
名
用
紙

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

と

監視社会『  』超
マイナンバー

②

　歯科医師・衛生士・技工士らは２年に
一度、12月31日現在の①住所地②従業地
③業務の種別④その他事項――につい
て、国や都道府県に届け出ることが義務
付けられている。2020年は届出年にあた
る。所定の届出票に必要事項を記入し、
21年１月15日までに住所地の保健所に提
出する。就労していない場合でも届け出
る必要がある。用紙は最寄りの保健所ま
たは協会ホームページから入手できる。

２年に一度の現況報告
１月15日までに保健所へ

助
成
の
継
続
求
め
請
願

府
に
旧
老
人
医
療
の
経
過
措
置
延
長
求
め
る

マイナンバーカードの普及促進をめ
ざす菅首相（首相官邸HPから）

　協会の年末年始の業務と本紙
の発行は次の通りです。
【休務】12/29～１/５
【新聞】12/25付は休刊し、１/
５付を新年特集号として発行。
１/15付は休刊

年末年始のお知らせ


